
第3学年「てつがく」学習活動案
2月1 8日(木) 31砦C室 9:00~9

1 題材名自分の生活を見つめて

2 題材について

あと3ケ月で上学年になるという3学期の最初に,これまでの白分や白分達の生活をふり返り,どの
ような4年生になりたいのかを思い浮かべながら,3学期の痴分の圃標と自分が考えるケラス巨標を紙
に書し寸む本時を実施する時には,3学期も半分が過ぎ,登校日数も30日を切っている頃である0 残
された日数を充突させてぃくためにも,ここで一度,今の自分やケラスにっいて,疑標と照らし合わせ
ながら見っめることを行いたい。同時に,自分の目標や自分が考えるクラス目標に書かれた冒葉にっい
て,それがどのようなことを表し,それにどのような思いが込められているのかを閥うことで,その西
葉のもつ意昧について脊えていきたい。

例えば,クラス目標として「(人に/下級生に)やさしくする」,「やさしいクラス」どいったことを
書いた子が5名ほどいる。 rやさしくする」や「やさしい」という言葉はよく使われるが,ここで使わ
れてぃる「やさしくする」や「やさしい」とはどのような愆1味だろうか。皆,同じ愆味で使っているの
だろうか。そして,そもそも『やさしさ』とは何だろうか。それぞれが思う『やさしさ』は,きっと少
しずっ遂うはずである。その違いをまずは感じ,受け止めながら,サーケル対話を通して,『やさしさ』
にっいて皆(教部も子どもも)で考えていきたい。

このように,ケラスの仲間が目標の中で書いた言葉の爲訂味を闇い,それについて老えることから,"て
つがくすること"を始められればとぢぇてぃる。それぞれの目標は,子ども逹が,虐分や自分達の生活
を見っめ,真剣に者えて書いたものである。その言葉を通して"てっがくすること"を始めることにより,
これまでの自分や白分達の生活と関係づけ,対話の内容を自分事として受け止めながら思脊を進めてい
くことができるのではないかと者えている。そして一晋段何気なく使っている『やさしさ』といった言
葉の意昧を問い,対話を通して皆で探求していく過程で,自分や自分と他者との関わり(人と人との関
わり)につぃても,嫡瞰して若えていくことができれぱ'と思う。

尚,本時は,「(人に/下級生に)やさしくする」,「やさしいケラス」といった個々が湾えたクラス賢
標から,「やさしさとは何か?」にっいて考える学習活動の2時問同にあたる。対話を通して,新たな
閻いが生まれ,子どもたちの持っ闇いが変化していくこどが考えられる。その問いの変化に寄り添い,
明らかにしながら,丁砥斗こ対話を進めていきたい。
3 学習活動計画(全2時間/2時問目)

11侍間.3学期の目標の中に書かれた言葉の意昧について考える
本時1時問.前時の対話から生.まれた問いについてさらに若える

4 本時の学習について

(1)本時のねらい

普段何気なく使ってぃる言葉の意昧を問い,自分の生活を見っめながら対話を通してその意味を者え
ていくことができる。

(2)予想される本時の展開
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授業者久下谷明

主な学習活動と子どもの姿

前時をふり返る。

2 前時の対話から生まれた問いについて

さらに考える。

3 本時のふり返り,さらに自分で考える。

.早いテンポにならないように対話を進める。

聴くことを意識しながら対話に参加する。

・必要に応じて,以下のことを行う。

言葉を冏い返すことによって,その意眛を明確化する。

根拠や思いを問う。

異なる視点からの思者を促す。

対話してきた内容の整理や確認を行う。

1人でぢぇる時問も大切にする。
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